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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第21期

第２四半期
累計期間

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

売上高 (千円) 808,995

経常利益 (千円) 222,519

四半期純利益 (千円) 150,375

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ―

資本金 (千円) 374,820

発行済株式総数 (株) 6,953

純資産額 (千円) 1,132,727

総資産額 (千円) 3,219,457

１株当たり四半期純利益 (円) 30.90

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

(円) ―

１株当たり配当額 (円) ―

自己資本比率 (％) 35.18

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 307,043

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △9,843

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) ―

現金及び現金同等物の四半期末残高 (千円) 2,011,097

　

回次
第21期

第２四半期会計期間

会計期間
自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 16.91

(注)１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

４．当社は、2019年12月27日付で普通株式１株につき700株の株式分割を行っております。第21期の期首に当該株

式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。なお、当社は、

前第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行っ

ておりません。

(1) 財政状態の状況

（資産）

当第２四半期会計期間末における資産合計は3,219,457千円となり、前事業年度末に比べ406,046千円増加いた

しました。流動資産は3,041,631千円となり、前事業年度末に比べ365,800千円増加いたしました。これは主に現

金及び預金が297,199千円、売掛金が70,062千円増加したことによるものであります。固定資産は177,825千円と

なり、前事業年度末に比べ40,246千円増加いたしました。これは主に工具、器具及び備品が24,430千円、建設仮

勘定が19,029千円増加したことによるものであります。

（負債）

当第２四半期会計期間末における負債合計は2,086,729千円となり、前事業年度末に比べ255,670千円増加いた

しました。流動負債は2,085,206千円となり、前事業年度末に比べ254,147千円増加いたしました。これは主に前

受金が202,263千円、未払金が16,954千円、未払法人税等が20,354千円増加したことによるものであります。固

定負債は1,523千円となり、前事業年度末に比べ1,523千円増加いたしました。これは役員退職慰労引当金の増加

によるものであります。

（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産合計は1,132,727千円となり、前事業年度末に比べ150,375千円増加い

たしました。これは四半期純利益150,375千円の計上による利益剰余金の増加によるものであります。

(2) 経営成績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、世界経済の緩やかな回復を背景に、企業収益が改善し、設備投資

や賃金は緩やかに増加しておりますが、2019年10月からの消費税増税の影響等で、個人消費は先行き不透明な状況

が続き、また、輸出の伸びが鈍化する中で、米中間の通商問題や英国のＥＵ離脱の行方など、海外経済に関する不

確実性が高まっており、先行きの不透明感の高まりには注意が必要な状況となっています。

　このような環境の中、当第２四半期累計期間において当社は、さい帯血採取協力施設への情報提供及び、Ｗｅｂ

を通じたマーケティング活動を深耕する事により、「細胞バンク事業」の拡大に注力して参りました。

　この結果、売上高は、808,995千円、営業利益は、222,377千円、経常利益は、222,519千円、四半期純利益は、

150,375千円となっております。

なお、当社は、単一セグメントのため、セグメントごとの記載を省略しております。

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前事業年度末と比べ297,199千

円(17.3％)増加し、2,011,097千円となりました。営業活動によるキャッシュ・フローは、307,043千円の収入とな

りました。これは主に、税引前四半期純利益の計上222,519千円、前受金の増加202,263千円、売上債権の増加

70,062千円及び法人税等の支払55,724千円によるものです。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、9,843千円の支出となりました。これは主に、有形固定資産の取得5,648

千円、無形固定資産の取得2,596千円によるものです。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は1,343千円であります。

なお、当第２四半期累計期間において当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6) 主要な設備

当第２四半期累計期間に著しい変動があった設備は、次のとおりであります。

　当社は、臨床研究のため医療機器に20,160千円投資しております。また、細胞保管センターの検体保管容器を増

設するため19,029千円投資しております。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 9,200

計 9,200

(注) １．2019年12月10日開催の取締役会決議により、2019年12月27日付で普通株式１株につき700株の株式分割を行

っております。これにより発行可能株式総数は6,430,800株増加し、6,440,000株となっております。

２．2019年12月26日開催の臨時株主総会決議において、発行可能株式総数を19,460,000株に変更する旨の定款変

更を行っております。

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年１月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,953 4,867,100 非上場

株主としての権利内容に何ら
限定のない当社における標準
となる株式であります。なお、
当社は単元株制度は採用して
おりません。

計 6,953 4,867,100 ― ―

（注）１．2019年12月10日開催の取締役会決議により、2019年12月27日付で普通株式１株につき700株の株式分割

を行っております。これにより発行済株式総数は4,860,147株増加し、4,867,100株となっております。

２．2019年12月26日開催の臨時株主総会決議により、2019年12月27日付で１単元を100株とする単元株制度

を採用しております。

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年９月30日 ― 6,953 ― 374,820 ― 259,820

(5) 【大株主の状況】

2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社トリムメディカルホール
ディングス

大阪府大阪市北区大淀中１丁目８番３４号 6,223 89.50

山本 邦松 東京都文京区 123 1.77

名古屋中小企業投資育成株式会社
愛知県名古屋市中村区名駅南１丁目１６－３
０

120 1.73

森 雅徳 福岡県久留米市 89 1.28

若松 茂美 東京都中野区 74 1.06

ＳＩＮＯ ＣＥＬＬ ＴＥＣＨＮ
ＯＬＯＧＩＥＳ，ＩＮＣ．

１１ＦＮ．１７，ＰＯＡＩＲＤ．，ＴＡＩＰＥ
Ｉ，ＴＡＩＷＡＮ，Ｒ．Ｏ．Ｃ．１００

50 0.72

友清 彰 神奈川県横浜市磯子区 36 0.52

浅井 芳明 東京都調布市 35 0.50

野上 大介 神奈川県川崎市宮前区 20 0.29

森崎 弘司 大阪府大阪市東淀川区 20 0.29

浦野 晃義 東京都目黒区 20 0.29

計 ― 6,810 97.94

(注) 発行済株式総数に対する所有株式の割合は、小数点以下第３位を四捨五入しております。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2019年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,953 6,953 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 6,953 ― ―

総株主の議決権 ― 6,953 ―

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

決算短信（宝印刷） 2020年02月28日 14時35分 10ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



― 8 ―

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

２ 監査証明について

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第211条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２

第１項の規定に準じて、第２四半期会計期間(2019年７月１日から2019年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(2019

年４月１日から2019年９月30日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビュ

ーを受けております。

３ 四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

４ 最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,464,897 2,762,097

売掛金 178,613 248,675

原材料及び貯蔵品 13,072 11,929

前渡金 708 ―

前払費用 17,537 19,771

その他 2,380 890

貸倒引当金 △1,378 △1,733

流動資産合計 2,675,831 3,041,631

固定資産

有形固定資産 80,889 113,646

無形固定資産 6,460 9,824

投資その他の資産 50,229 54,354

固定資産合計 137,579 177,825

資産合計 2,813,411 3,219,457

負債の部

流動負債

買掛金 16,542 18,315

未払法人税等 60,887 81,242

前受金 1,636,334 1,838,598

賞与引当金 22,640 31,314

その他 94,654 115,736

流動負債合計 1,831,058 2,085,206

固定負債

役員退職慰労引当金 ― 1,523

固定負債合計 ― 1,523

負債合計 1,831,058 2,086,729

純資産の部

株主資本

資本金 374,820 374,820

資本剰余金 259,820 259,820

利益剰余金 347,712 498,087

株主資本合計 982,352 1,132,727

純資産合計 982,352 1,132,727

負債純資産合計 2,813,411 3,219,457
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

(単位：千円)
当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

売上高 808,995

売上原価 259,155

売上総利益 549,839

販売費及び一般管理費 ※ 327,461

営業利益 222,377

営業外収益

受取利息 73

助成金収入 67

営業外収益合計 141

経常利益 222,519

税引前四半期純利益 222,519

法人税、住民税及び事業税 75,036

法人税等調整額 △2,892

法人税等合計 72,143

四半期純利益 150,375
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)
当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 222,519

減価償却費 13,831

貸倒引当金の増減額（△は減少） 354

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,674

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,523

受取利息及び受取配当金 △73

売上債権の増減額（△は増加） △70,062

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,142

仕入債務の増減額（△は減少） 1,773

未払金の増減額（△は減少） △24,178

未払消費税等の増減額（△は減少） 4,090

前受金の増減額（△は減少） 202,263

その他 834

小計 362,693

利息及び配当金の受取額 73

法人税等の支払額 △55,724

営業活動によるキャッシュ・フロー 307,043

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △650,000

定期預金の払戻による収入 650,000

有形固定資産の取得による支出 △5,648

無形固定資産の取得による支出 △2,596

その他 △1,598

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,843

財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー ―

現金及び現金同等物に係る換算差額 ―

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 297,199

現金及び現金同等物の期首残高 1,713,897

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,011,097
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【注記事項】

(四半期損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

給料及び手当 77,833千円

退職給付費用 1,145 〃

賞与引当金繰入額 15,723 〃

役員退職慰労引当金繰入額 1,523 〃

貸倒引当金繰入額 1,088 〃

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであ

ります。

　

当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

現金及び預金 2,762,097千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △751,000〃

現金及び現金同等物 2,011,097千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１ 配当金支払額

該当事項はありません。

２ 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

当社の事業セグメントは、細胞バンク事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報

の記載を省略しております。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

１株当たり四半期純利益 30円90銭

(算定上の基礎)

四半期純利益(千円) 150,375

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 150,375

普通株式の期中平均株式数(株) 4,867,100

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、2019年12月27日付で普通株式１株につき普通株式700株の割合で株式分割を行っております。当事業

年度の期首に株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。
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(重要な後発事象)

当社は2019年12月10日開催の取締役会決議に基づき、2019年12月27日付で普通株式１株につき700株の割合の

株式分割を行っております。

また、2019年12月26日の臨時株主総会決議に基づき、定款の一部を変更し単元株制度を採用しております。

１．株式分割、単元株制度の採用の目的

当社株式の流通性向上と投資家の皆様の利便性の向上を図ることを目的として株式分割を実施するとともに、

単元株式数（売買単位）を100株に統一することを目標とする全国証券取引所の「売買単位集約に向けた行動計

画」を考慮し、１単元を100株とする単元株制度を採用致します。

２．株式分割の概要

(1)株式分割の方法

2019年12月26日を基準日として、同日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有する普通株式

１株につき700株の割合をもって分割致します。

(2)分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数 6,953株

今回の分割により増加する株式数 4,860,147株

株式分割後の発行済株式総数 4,867,100株

株式分割後の発行可能株式総数 19,460,000株

(3)分割の日程

基準日公告日 2019年12月11日

基準日 2019年12月26日

効力発生日 2019年12月27日

(4)１株当たり利益に及ぼす影響

「１株当たり情報」は、当該株式分割が前事業年度の期首に行われたと仮定して算出しており、これによ

る影響については、当該箇所に反映しております。

３．単元株制度の採用

　単元株制度を採用し、普通株式の単元株式数を100株と致しました。

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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